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そのⅠ. 福島以前

2010 年 エネルギー白書 より ・・・「経済産業省 資源エネルギー庁」

「分かりやすい「エネルギー白書」の解説より抜粋
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・・・・・・・・・・・・・・・ ( そのⅠ おわり) ・・・・・・・・・・・・
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そのⅡ. 福島以後

2011 年エネルギー白書 より
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強まる資源の国家管理
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シェールガス開発動向と今後の課題
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↓ドイツの再生可能エネルギー

以下は、自然エネルギー白書 2011 よりの引用
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自然エネルギー白書 2012 ・・・中身を見ていないので以下目次のみ。

認定 NPO 法人 環境エネルギー政策研究所(ISEP)編集

発行所：七つ森書館 発行日：2012 年 5 月 1 日 定価：1,600 円(税別)

「3.11 後の自然エネルギー革命へ」

この歴史的な転換期にあって、これまでも、そして今後とも、原発にも化石燃料にも依存しない、民

主的で地域自立型の持続可能なエネルギー社会を実現してゆくことは、ますます重要になっています。

この自然エネルギー白書が、日本社会にそうした道筋を指し示す道しるべになることを願っています。

ISEP 所長 飯田哲也 「はじめに」より

主な内容：

本書では、世界で急成長する自然エネルギーについて日本の現況と本格導入への見通しを分析してい

ます。太陽光、風力、地熱、小水力、バイオマス、太陽熱など～自然エネルギー政策の具体的課題か

ら、地域別ポテンシャルや事業化モデル、中長期シナリオまで、それぞれの専門家が紹介し、実現に

向けた提言をしています。

第 1 章： 国内外の自然エネルギーの概況

世界と日本の自然エネルギー政策／世界と日本の自然エネルギー・トレンド……

第 2 章： 国内の自然エネルギー政策

3.11 後のエネルギー政策／東北復興エネルギー戦略／

固定価格買取制度（FIT）のゆくえ／電力自由化と系統接続の課題／

エネルギーシフトへの市民運動／世界と日本の自治体の自然エネルギー政策……

第 3 章： 自然エネルギーのトレンドと現況

太陽光発電／風力発電／小水力発電／地熱発電／バイオマス発電／

海洋エネルギーによる発電／太陽熱発電／地熱直接利用および地中熱／

バイオマス熱利用……

第 4 章： 自然エネルギー長期シナリオ

3.11 後の中長期シナリオ／世界シナリオ／ヨーロッパのシナリオ／

自然エネルギーの将来展望 Global Futures Report／

自然エネルギー導入シナリオ……

第 5 章： 地域における導入状況とポテンシャル

地域での取り組みとその可能性／地域別の導入状況／

地域別の導入ポテンシャル……

第 6 章： 自然エネルギー政策への提言

自然エネルギー政策への提言／おわりに

● リンク集： 本書内の「注」をリンク集として公開(準備中)

● 用語集： 本書に掲載されていない用語集を公開中[PDF]

● 図表(カラー版)： 本書の図表の一部をカラー版として公開(準備中)

● 旧版「自然エネルギー白書 2011」は、こちらのページから。

お問い合わせはこちらのフォームからお願いします。

認定 NPO 法人 環境エネルギー政策研究所

・・・・・自然エネルギー白書 2011 抜粋、同 2012 年版目次 おわり・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



16

発電 電力量の内訳 日本

（社）日本電気協会「電力調査統計月報」より 作成日:2009 年 12 月 1 日 20:01

電力調査統計月報では、全国の電力 10社の発電電力量などの確報値が記載されている。

速報値は、電気事業連合会「発受電速報・電力需要実績」にて発表される。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

韓国の新規原発の起工式(2012.5.4)における李明博大統領の演説から

原発 2 基着工 起工式(2012 年 5 月 4 日)、慶尚北道蔚珍（ウルチン） にて。

完成 2017～18 年、総工費 4,500 億円 加圧水型軽水炉

2011 年 3 月福島原発事故

原発
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日本 % 石炭 26.6、石油 12.8、ガス 26.1、化石小計 65.8、 原子力 23.8、

水力 7.6、地熱 0.26、太陽光 0.21、風力 0.24、再生可能 8.4、バイオ 2.0

◆韓国の２基の新原発 起工式(2012 年 5 月 4 日)実施

韓国の日本海に面した慶尚北道・蔚珍(ウルチン)にて起工式。いずれも加圧水型軽水炉、

総工費 4,500 億円、2017∼18 年完成、韓国の現在の原発 21 基 ⇒ 38 基(2030 年)。

李明博大統領「石油が一滴も出ない韓国にとって、原発は選択ではなく必須だ」

以上
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